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地
方
自
治
体
の
水
道
事
業
の
民
営
化
を
進
め
る
水
道
法
改
正
法
案
が
、
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
や
人
手
不

足
に
直
面
す
る
水
道
事
業
の
強
化
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
生
活
に
直
結
す
る
公
共
財
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
論
理
に
委
ね
る
）
」
と

も
意
味
す
る
。
消
費
者
団
体
な
ど
は
、
水
質
の
悪
化
や
料
金
値
上
げ
を
懸
念
し
て
い
る
。

（橋本誠）

水
質

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
改

正
法
案
は
企
業
の
参
入
を
促
す

民
営
化
と
、
複
数
の
自
治
体
の

水
道
事
業
を
ま
と
め
る
広
域
化

を
桂
と
す
る
内
容
。

民
営
化
の
中
で
う
だ
っ
て
い

る
の
が
、
浄
水
場
な
ど
施
設
の

所
有
権
は
自
治
体
に
残
し
な
が

ら
、
運
営
権
を
企
業
に
売
却
で

き
る
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
」
の
採
用
だ
。
こ
れ
に
よ

り
、
自
治
体
が
定
め
た
上
限
・

下
限
の
範
囲
内
で
、
企
業
が
水

道
料
金
を
設
定
で
き
る
。

厚
労
省
水
道
課
の
担
当
者
は

「
自
治
体
か
ら
民
間
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
い
と
望
む

話
が
あ
っ
た
。
公
務
員
削
減
で

民
間
活
用
を
進
め
た
り
、
人
口

減
で
水
道
事
業
収
益
が
減
っ
て

い
る
た
め
で
は
」
と
語
る
。

現
行
制
度
で
も
業
務
の
委
託

値
上
げ
懸
念
も

は
で
き
る
が
、
こ
れ
ま
で
民
間

に
と
っ
て
は
災
害
で
損
壊
し
た

施
設
の
修
繕
費
や
倒
産
に
よ
る

負
担
を
負
う
リ
ス
ク
が
あ
り
、

運
営
全
体
を
委
ね
た
自
治
体
は

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
改
正

法
案
は
災
害
時
な
ど
の
責
任
を

自
治
体
が
負
え
る
形
に
し
、
企

業
の
参
入
を
促
し
て
い
る
。

担
当
者
は
「
に
お
い
や
色
な

ど
水
質
の
基
準
は
、
公
営
で
も

民
営
で
も
適
用
さ
れ
る
。
料
金

は
最
初
に
決
め
る
幅
を
超
え
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
と
す
る

が
、
疑
問
点
は
多
い
。

N
P
O
法
人
・
日
本
消
費
者

連
盟
の
大
野
和
典
共
同
代
表
は

「
浄
水
に
は
微
生
物
や
砂
を
使

っ
て
ゆ
っ
く
り
き
れ
い
に
す
る

方
法
と
、
化
学
薬
品
な
ど
工
業

的
手
法
で
一
気
に
浄
化
す
る
も

の
が
あ
る
。
微
生
物
を
使
う
ほ

乗
場
案
が
営
な
3

う
が
お
い
し
い
水
に
な
る
が
、

効
率
が
悪
い
の
で
全
国
的
に
廃

止
が
進
み
、
工
業
的
手
法
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
改
正
法
で
そ

う
し
た
動
き
が
シ
ス
テ
ム
化
さ

れ
、
水
が
お
い
し
く
な
く
な
る

の
で
は
」
と
話
す
。

一
部
の
自
治
体
の
効
率
化
を

重
視
し
す
ぎ
る
傾
向
に
つ
い
て

も
肇
戒
す
る
。
「
ぜ
い
た
く
晶

な
ら
ま
だ
し
も
、
水
は
食
料
以

上
に
大
事
な
も
の
。
現
在
の
自

治
体
の
水
道
会
計
は
原
則
、
独

立
採
算
制
だ
が
、
不
足
す
れ
ば

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
施

設
改
修
も
国
の
補
助
金
な
ど
を

得
て
や
っ
て
い
る
。
現
在
の
体

制
を
維
持
し
、
資
金
不
足
が
あ

れ
ば
税
金
で
補
う
べ
き
だ
」

ダ
ム
問
題
に
取
り
組
む
市
民

団
体
「
水
源
開
発
問
題
全
国
連

絡
会
」
の
嶋
津
睡
之
共
同
代
表

は
「
外
国
資
本
の
圧
力
で
、
門

戸
を
開
こ
う
と
し
だ
の
で
は
な

い
か
」
と
法
改
正
の
動
き
の
背

景
を
推
測
す
る
。

「
推
進
側
は
合
理
化
で
水
道

料
金
が
下
が
る
可
能
性
が
あ
る

と
言
っ
て
い
る
が
、
経
営
権
を

握
る
改
正
で
あ
る
以
上
、
収
入

が
少
な
け
れ
ば
値
上
げ
も
で
き

る
。
海
外
で
水
道
事
業
を
民
営

化
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
水
質
の

悪
化
や
料
金
の
高
騰
を
招
い
て

お
り
、
バ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
な
ど

欧
州
の
自
治
体
で
は
再
公
営
化

が
進
ん
で
い
る
。
米
ア
ト
ラ
ン

タ
で
は
浄
化
処
理
の
レ
ベ
ル
を

落
と
し
す
ぎ
、
蛇
口
か
ら
茶
色

の
水
が
出
た
例
も
あ
る
」

日
本
で
も
、
浄
水
場
の
夜
間

運
転
や
検
針
業
務
な
ど
部
分
的

な
外
注
化
は
広
が
っ
て
い
る
。

東
京
・
多
摩
地
方
で
は
武
蔵
野

市
、
昭
島
市
、
羽
村
市
、
檜
原

村
を
除
く
二
十
六
市
町
の
水
道

事
業
が
都
に
二
刀
化
さ
れ
、
都

は
施
設
箇
理
な
ど
を
関
連
企
業

に
委
託
し
て
い
る
。

一
方
、
大
阪
市
議
会
で
は
一

昨
年
、
市
の
出
資
企
業
が
水
道

事
業
を
運
営
す
る
民
営
化
条
例

案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
否
決
さ

れ
た
。
昨
年
再
提
出
さ
れ
、
継

続
審
議
に
な
っ
て
い
る
。

嶋
津
代
表
は
「
水
道
は
生
活

に
直
結
す
る
公
共
財
だ
か
ら
、

公
営
を
維
持
す
る
べ
き
だ
。
各

市
に
水
道
部
門
が
あ
っ
て
、
管

理
さ
れ
て
い
る
の
が
本
来
の
姿

で
は
な
い
の
か
」
と
訴
え
た
。

欧
州
で
は
再
公
営
化
の
動
き

学
校
法
人
「
森
友
学
園
」
（
大
阪
市
）
へ
の
国
有
地
格
安
売
却
疑
惑
が
迷
走
す
る

l
　
中
、
似
た
措
図
の
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
学
校
法
人
「
押
印
学
園
」
（
岡
山
市
）

園
に
つ
き
こ
ま
れ
る
。

な
ん
と
も
至
れ
り
尽
く
せ
り

が
愛
媛
県
今
治
市
に

開
設
す
る
計
画
だ
。
同
学
園
の
唾
要
畏
ま
、
更

「
腹
心
の
友
」
と
い
う
言

葉
は
、
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
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